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転移性脳腫蕩のコバルト治療として HindoW. A. 
(1970）らにより high-doseradiotherapyが報告さ
れている． 乙れは midlinetumor doseとして 1000
radsを1回又は2～3固に分割して 1週間以内に全


























































glioblastoma 4/7 57% 
meningioma 2/3 60?; 
細胞移植
glioblastoma 2/6 33% 
meningioma 0/2 
（~eth 










組織学的にほとんんど変化しない． whorl formation 
などもみられ， syncytial typeの形態を示す． glio・
blastoma, meningiomaとも継代移植によっても組織
学的に余り変化がみられない乙とが大きな特徴であ
る．継代した glioblastomaの染色体分析では， 46, 






























































も gliomaIC対し成長期制を示すが， DNAと R:'¥A
合成については短時間の作用で， 前者は阻害を示す
が，後者は影響を受け ない． 従って Methyl-CC:-JU
は政政合成酵素の activityをおさえる直接的な作用と
推測されるが， BLMはもっと複雑な機備が関与して
いるものと考えられる．向調細胞による両者の比較で
は， Methyl-CCNUの最も sensitivityの高いのはS
期である．いわゆる DNA合成期にある．それと対照
にBLMはM期Iζ長高の sensitivityがある． したが
ってとれは細胞分裂lζ必要な何らかの機転が働かない
のであろうが，それはG2期 specificな細胞染色体へ
の損傷によるものかもしれない．さてこれ等の基礎的
研究から合理的な薬剤投与を考えると，多剤同時併用
療法では Methyl-CCNUと BLMとはそれぞれS期
とM期IC細胞致死効果を持つので tumorcelがし、か
なる phaseにあってもその相乗効果が期待される．
X線との併用では， X線と BLMとは比較的類似した
phase lζ感受性を持つ事から Methyl-CCNUとの併用
がすすめられる． 多剤時間差併用療法としては BLM
が tumorcellを synchronizeする能力を持っている
ので，あらかじめ BLMを用いてから，一定時間後の
S期と恩われる時に Methyl-CCNUを閤欺的lζ投与す
るのも効果的かと考える；又現在まで撞々の抗癌剤を
検討してきたが， 単剤としては Methyl-CCNUが長
も効果的であるとの印象を受けた．
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